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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第３四半期
累計期間

第62期
第３四半期
累計期間

第61期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 4,712,475 4,536,744 6,487,349

経常利益（千円） 346,993 403,380 555,245

四半期（当期）純利益（千円） 202,990 224,989 312,250

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 564,952 564,952 564,952

発行済株式総数（株） 4,587,836 4,587,836 4,587,836

純資産額（千円） 2,195,617 2,461,090 2,313,641

総資産額（千円） 4,944,738 4,757,378 5,030,285

１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
69.02 76.50 106.18　

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 10.00 10.00 25.00

自己資本比率（％） 　　44.4 　　51.7 46.0

　

回次
第61期
第３四半期
会計期間

第62期
第３四半期
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
32.64 32.88

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

　

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

　(1）業績の状況

　　　当第３四半期累計期間における住宅向けの管工機材業界におきましては、一旦打ち切られた「復興支援・住宅エコ

ポイント制度」や「フラット35Ｓエコ」の再開は決まったものの新設住宅着工数は依然として低い状況が続いて

おります。

 　　 このような状況の中で、当社は、効率を重視した活動の強化とともに、前年に引き続き自社ブランド製品の充実、物

流サービスの差別化などに積極的に取り組み、全社をあげて業績の向上に努めてまいりました。その結果、売上高

は45億３千６百万円(前年同四半期比3.7％減）となりました。利益面では、営業利益３億７千７百万円（前年同四

半期比15.4％増）、経常利益４億３百万円（前年同四半期比16.3％増）、四半期純利益２億２千４百万円（前年同

四半期比10.8％増）となりました。

     

　(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　(3）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、１千６百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,900,000

計 13,900,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式       4,587,836         4,587,836   
大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）　　

単元株式数　100株

計       4,587,836         4,587,836   － －

（２）【新株予約権等の状況】

  該等事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。 

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高　
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　平成23年10月１日～

　平成23年12月31日
－ 4,587,836 － 564,952 － 118,386

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

ミヤコ株式会社(E01457)

四半期報告書

 4/15



（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　　　①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） －   － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　1,646,900 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 　普通株式　2,940,400     29,404  　同上

単元未満株式 　普通株式 　　　 536 － 　同上

発行済株式総数          4,587,836　 － －

総株主の議決権 －     29,404  －

　（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式52株が含まれております。

　　　　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　ミヤコ株式会社
大阪市北区天満一丁目

６番７号
  1,646,900 －   1,646,900      35.90

計 －   1,646,900 －   1,646,900      35.90

　（注）　当第３四半期会計期間末の自己株式数は、1,646,952株であります。

EDINET提出書類

ミヤコ株式会社(E01457)

四半期報告書

 5/15



２【役員の状況】

　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、大阪監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,073,154 979,991

受取手形及び売掛金 2,239,973 ※
 2,112,472

商品及び製品 739,766 757,916

貯蔵品 11,846 6,998

その他 109,050 51,558

貸倒引当金 △1,400 △1,100

流動資産合計 4,172,391 3,907,837

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 70,531 65,876

土地 369,722 369,722

その他（純額） 14,469 10,809

有形固定資産合計 454,723 446,407

無形固定資産 8,690 7,354

投資その他の資産

投資有価証券 107,672 100,600

繰延税金資産 123,001 126,056

その他 166,518 171,756

貸倒引当金 △2,712 △2,633

投資その他の資産合計 394,480 395,778

固定資産合計 857,894 849,541

資産合計 5,030,285 4,757,378
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,319,640 ※
 1,305,260

短期借入金 300,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 214,296 214,296

未払法人税等 126,271 65,140

賞与引当金 51,000 24,000

その他 79,215 116,926

流動負債合計 2,090,424 1,925,623

固定負債

長期借入金 557,112 296,390

役員退職慰労引当金 63,337 68,203

その他 5,770 6,070

固定負債合計 626,219 370,663

負債合計 2,716,644 2,296,287

純資産の部

株主資本

資本金 564,952 564,952

資本剰余金 119,774 119,774

利益剰余金 3,587,864 3,739,332

自己株式 △1,966,261 △1,966,261

株主資本合計 2,306,329 2,457,797

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,311 3,293

評価・換算差額等合計 7,311 3,293

純資産合計 2,313,641 2,461,090

負債純資産合計 5,030,285 4,757,378
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 4,712,475 4,536,744

売上原価 3,402,612 3,212,880

売上総利益 1,309,862 1,323,864

販売費及び一般管理費 982,590 946,330

営業利益 327,271 377,533

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 2,548 2,763

仕入割引 39,247 40,967

その他 8,269 9,447

営業外収益合計 50,066 53,177

営業外費用

支払利息 12,875 8,876

売上割引 17,462 17,979

その他 6 474

営業外費用合計 30,344 27,330

経常利益 346,993 403,380

特別損失

固定資産除却損 2 －

特別損失合計 2 －

税引前四半期純利益 346,990 403,380

法人税等合計 144,000 178,391

四半期純利益 202,990 224,989
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【継続企業の前提に関する注記】

 該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

  「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成

23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の見積実効税率は、平成24年度以降の税率を反映しております。この税率変更により、

未払法人税等は15,891千円増加し、法人税等は同額増加しております。

　

　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度末
（平成23年３月31日）

当第３四半期会計期間末
（平成23年12月31日）

　　　　　　　―――――――――――――

　　　　　

　※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理について　　

は、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日で

あったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、当第

３四半期会計期間末残高に含まれております。　 

　　　「受取手形及び売掛金」　 76,757千円

　　　「支払手形及び買掛金」　142,246千円　
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（四半期キャッシュ・フロー関係）

　　　　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 10,880千円 9,488千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）　

　　　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 49,997 17.0平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

平成22年11月5日

取締役会
普通株式 29,408 10.0平成22年９月30日平成22年12月10日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）　

　　　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 44,113 15.0平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年11月11日

取締役会
普通株式 29,408 10.0平成23年９月30日平成23年12月12日利益剰余金

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

　　　　前第３四半期累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成23年４月

１日  至平成23年12月31日）

　　【セグメント情報】

　　 当社は、管材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

    １株当たり四半期純利益金額 69円02銭 76円50銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 202,990 224,989

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 202,990 224,989

普通株式の期中平均株式数（株） 2,940,928 2,940,884

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第62期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年11月11日開催の取締役会に

おいて、平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

し、配当を行っております。 

(イ）配当金の総額………………………………………29,408千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月12日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。

EDINET提出書類

ミヤコ株式会社(E01457)

四半期報告書

14/15



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月14日

ミヤコ株式会社

取締役会　御中

大阪監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 　道幸　靜児　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 　加藤　功士　印

　　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミヤコ株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第62期事業年度の第３四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。　

　

　四半期財務諸表に対する経営者の責任

　　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

　監査人の責任

　　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。それらの手続は、当監査法人の判断により、年度の財務諸表の監

査において得た重要な虚偽表示のリスクの評価を考慮して選択及び適用されており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

　　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

　監査人の結論　

　　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ミヤコ株式会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

　利害関係

　　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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